応募申請書

応募申請日：平成　　年　　月　　日
平成27年度FOCUSスパコンシミュレーション活用促進枠（二次公募）
応 募 申 請 書

公益財団法人計算科学振興財団

事務局長　様

　平成27年度FOCUSスパコンシミュレーション活用促進枠の公募に際し、以下の課題を応募申請いたします。
1． 課題名

課題名：

2． 申請者
（1） 申請法人名：

住所：
（2） 上記の所在地が兵庫県外にある場合、同県内に有する支店・事業所名：

同県内に有する支店・事業所の住所：
（3） 業種：
※ 代表する業種を、日本標準産業分類上の小分類（数字3桁）まで記載

http://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/index/seido/sangyo/02toukatsu01_03000022.html
（4） 責任者氏名（ふりがな）：

（5） 責任者所属・職位：

（6） 担当者氏名（ふりがな）：　　　　　　　　　印
（7） 担当者所属・職位：

（8） 担当者連絡先
TEL：
Email：

3． 希望する支援
希望する支援内容を選択し、以下のいずれかに○をつけてください。

　［　］FOCUSスパコン利用料金減免（上限50万円/年度）
　［　］FOCUSスパコン計算機資源提供（Cシステム2ノード）
4． 審査項目
（1） 本枠申請の目的、FOCUSスパコンの利用目的について

（2） シミュレーション活用の現況と問題点について
（3） 今後のシミュレーション活用、スパコン利活用、技術者の育成・雇用に係る展望について
本説明文を削除し、枠内に記述してください。枠の大きさは適宜調整してください。





本枠申請の目的、または本枠におけるFOCUSスパコンの利用目的について記述してください。文量は任意としますが、より具体的かつ明確な目的意識をもった課題を積極的に評価します。


（例）・シミュレーションを活用した新規事業の検討するため


・既存事業におけるスパコン活用を拡大するため


・ソフトウェア開発の検証環境として利用するため


・社内計算機資源の拡充用として利用するため


・シミュレーション人材の育成、研修環境として利用するため　　等





本説明文を削除し、枠内に記述してください。枠の大きさは適宜調整してください。





社内におけるシミュレーション活用の現況と問題点について記述してください。前項と同様に分量は任意としますが、問題点を的確に捉えて解決に向けて本枠の活用を検討していると判断される課題を積極的に評価します。





本説明文を削除し、枠内に記述してください。枠の大きさは適宜調整してください。





前項を踏まえて、社内における平成２７年度内（本枠実施期間）および今後1、2年の中期的なシミュレーション活用、スパコン利用の展望について、シミュレーション人材の育成および雇用の観点を含めて記述してください。文量は任意です。


１－２に記述のとおり、本枠の元となっている「高度シミュレーション等活用促進事業」では事業の実施によって新たな雇用が創出されることを目的の１つとしています。よって本枠によりあるいは本枠で採択された課題を実施する上で、新たな雇い入れをすることを努力目標とし本項目に記述して下さい。克服すべき課題に対し具体的かつ効率的で確度の高い計画と判断される課題を積極的に評価します。









